
 

令和元年度政策委員会 議事次第 

 

 

日 時：令和２年１月 16 日（木）13:00 ～ 15:00 

場 所：笹川記念会館 4 階 第 5 会議室 

 

出席者 （計１６名） 

全国地区代表：濱元邦雪、長谷部紫帛、横山精真、大伊達不朽、中山岳襄、菅源右光、 

徳田寿風、笠井栄俊各委員（８名） 

有識者：岸ユキ、加藤雅章、田久保雅己各委員（３名） 

欠席：片桐正之、久米信行委員 

財団役員：沼崎富会長、広渡英治専務理事 

事 務 局：大田直樹常任理事兼事務局長、大塚政暢事業部課長代理、鶴町和成総務部係長 

 

議事次第 

１．開会（会長あいさつ） 

２．委員長あいさつ 

３．報告事項 

   （１）今年度の財団本部事業等実施状況について 

   （２）来年度の財団本部事業予定等について 

（３）令和元年度将来ビジョン会議における意見について 

 

４．検討事項 

   令和２年度将来ビジョン会議審議事項について 

 

 

 

                                                                 以 上 



No. 区　　分 役　　職

1 北海道地区連協代表 濱元　邦雪 （公財）評議員、北海道地区連協副議長

2 東北地区　　　 〃 「新」 長谷部　紫帛 （公財）評議員、東北地区連協副書記長

3 東日本地区　　〃 横山　精真 （公財）理事、神奈川県総連盟理事長

4 中部地区　　　 〃 ☆ 大伊達　不朽 （公財）理事、中部地区連協書記長

5 近畿地区　　　 〃 「新」 中山　岳襄 （公財）理事、大阪府総連盟副理事長

6 中国地区　　　 〃 菅源　右光 （公財）評議員、山口県総連盟事務局長

7 四国地区　　　 〃 ☆ 徳田　寿風 （公財）理事、四国地区連協幹事長

8 九州地区　　　 〃 「新」 笠井　栄俊 （公財）理事、九州地区連協幹事長

9 有識者・外部委員 ☆ 岸　ユキ （公財）理事、画家、各種の政府関係・団体などの委員・役員

10 〃 片桐　正之 （公財）理事、一般社団法人ACC 専務理事

11 〃 加藤　雅章 （公財）常任理事、株式会社ロボット 執行役員

12 〃 田久保　雅己 　株式会社舵社常務取締役 編集長

13 〃 「新」 久米　信行 （公財）評議員、久米繊維工業株式会社取締役会長

☆は、女性委員　「新」は、今回委員に就任された方

①任期を2年間とする

②就任時の年齢を76歳以下とする（年齢は4月1日を基準とする）

氏　　名

令和元年度　「政策委員会名簿」







令和元年度将来ビジョン会議について 

 

１．開催状況 

地区 日程 会場 

北海道 7 月 17 日（水） 札幌サンプラザホテル（北海道・札幌） 

東 北 7 月 26 日（金） 山形テルサ（山形） 

東日本 6 月 3 日（月） 笹川記念会館（東京・三田） 

中 部 8 月 20 日（火） 名鉄グランドホテル（愛知・名古屋） 

近 畿 7 月 13 日（土） 新大阪ワシントンホテルプラザ（大阪） 

中 国 8 月 17 日（土） ホテルセントイン倉敷（岡山・倉敷） 

四 国 7 月 20 日（土） セントラルホテル鴨島（徳島・吉野川） 

九 州 7 月 6 日（土） ホテルメルパルク熊本（熊本） 

 

２．今年度の議題 

（１） 斯界の意識改革について 

※現状認識の共有や宗家会長合同会議開催、地区連協・総連盟への青年部の設置等 

（２） 連絡手段としてのメールの活用について 

※財団本部事務局と各地区連協・総連盟間の情報伝達・連絡の迅速化 

（３） 財団本部の財源確保について 

※月刊誌拡販の具体的な提案、年会費制度の拡大、出吟料の見直し 

（４） 全国名流吟剣詩舞道大会のあり方について 

※開催時期・内容・規模等について 

（５） 幼少年育成のための指導者の育成について 

◎今年度は、会議開催前にテーマ毎に地区連協・総連盟・会議出席者を対象にアンケートを実施。 

各地区連絡協議会と各総連盟対象に実施 

（１）斯界の意識改革について 

（２）連絡手段としてのメールの活用について 

各地区将来ビジョン会議委員対象に実施 

（３）財団本部の財源確保についてのうち、月刊誌拡販の具体的な提案について 

（４）名流大会のあり方について 

（５）幼少年育成のための指導者の育成について 

 

3. 各地区からの意見（アンケートの結果について） 

  ※次ページ以降参照。 



将来ビジョン会議事前アンケートの結果について

１．各地区連絡協議会と各総連盟対象分

満足 厳しい 現状維持 賛成 反対 その他 賛成 反対 設置済 その他 対応済み 今後対応 対応不可

北海道 6 0 6 0 6 0 0 4 0 0 2 1 2 3

東北 4 0 4 0 4 0 0 3 1 0 0 1 1 2

東日本 8 2 4 2 6 1 1 6 0 1 1 5 1 1

中部 2 0 2 0 0 1 1 1 1 0 0 2 0 0

近畿 6 0 4 2 5 1 0 1 0 2 3 3 0 3

中国 6 0 6 0 6 0 0 4 0 0 1 3 3 0

四国 15 0 13 2 14 0 1 11 0 1 3 8 3 3

九州 9 0 8 1 6 1 2 3 1 0 5 4 3 2

計 56 2 47 7 47 4 5 33 3 4 15 27 13 14

２．将来ビジョン会議委員対象分

現行のまま 変更するべき 現行のまま 立候補制 その他 現行のまま 拡大 縮小 その他 現行のまま 変更するべき 合宿形式 講習会形式 その他 0回 1回 2回 3回 3回以上

北海道 8 2 5 4 2 2 1 0 7 0 3 4 1 6 0 0 4 4 0 0

東北 6 3 3 3 1 2 5 0 1 0 6 0 0 5 0 0 1 5 0 0

東日本 12 8 4 11 0 1 11 0 1 0 10 2 3 9 0 0 5 4 0 3

中部 11 3 8 10 1 0 6 0 5 0 6 5 3 5 3 1 4 2 1 1

近畿 11 5 6 8 1 1 7 0 3 0 5 3 3 4 2 1 2 4 0 0

中国 10 8 2 9 1 0 8 2 0 0 8 2 2 7 0 0 5 3 0 2

四国 12 7 5 9 1 2 9 2 1 0 9 2 4 7 1 0 7 4 1 0

九州 14 6 8 11 3 1 8 1 3 1 9 4 5 11 0 0 8 5 1 0

計 84 42 41 65 10 9 55 5 21 1 56 22 21 54 6 2 36 31 3 6

※名流大会について

・開催時期・・・5月5日（こどもの日）

・開催場所・・・各地区輪番制（来年度は熊本(九州)で開催）

・演目・・・第1部　少壮コンクール決選大会入選者吟詠

　　　　　　第2部　全国宗家・会長吟詠

　　　　　　第3部　こども番組

　　　　　　第4部　特別企画構成番組

・開催時間・・・午前9時半から午後5時まで

※アンケートには一部未回答のものがあったため、回答数と総数は必ずしも一致しない。

研修会を開催する場合の回数

連絡手段としてのメールの活用

について
総連盟への青年部の設置について

総数 開催時間について 演目について

総数

斯界の意識改革について

斯界の現状認識について 宗家・会長会議の開催について

開催場所について開催時期について

名流大会のあり方について 幼少年育成のための指導者育成について

研修会の開催形式について













【参考】 

 

将来ビジョン会議過去の議題（過去４年分） 

平成２８年度 

（１）吟剣詩舞の会員拡大策について 

（２）広報推進施策について 

（３）財源の確保について 

（４）今日の吟剣詩舞道界を支えられた年代の方々の活躍の場を、どのように設定するのか 

 

平成２９年度 

（１）吟剣詩舞の会員拡大策 

（２）月刊誌「吟と舞」の拡販および SNS等を活用した広報推進施策 

（３）次代を担う吟剣詩舞家の育成 

（４）財団創立５０周年事業について 

 

平成３０年度 

（１）若者から高齢者までの活躍の場の提供について 

（２）幼少青年の育成について 

（３）役員就任年齢の引き下げ及び女性の登用について 

（４）吟剣詩舞の会員拡大策について 

 

令和元年度 

（１）財団本部の財源確保について 

（２）全国名流吟剣詩舞道大会のあり方について 

（３）幼少年育成のための指導者の育成について 

※斯界の意識改革についてと連絡手段としてのメールの活用については、地区連協、総連盟へ 

アンケートを実施し意見聴取。 



４．検討事項（令和２年度将来ビジョン会議審議案） 

 

 

目標：全国の愛好者一人一人が行動に結びつく、具体的な仕組みや働きかけを考える 

 

キーワード： 

①健康増進 

腹式呼吸で、腹筋を使い、声を出すことから健康増進 

②歴史を学ぶ 

・漢詩や和歌、俳句、近代詩などを学び、精神の修養とあわせて心の修行など 

・吟剣詩舞は、礼と節を大切にする人間修行でもあり人格の陶冶に役立つ 

③コミュニティーづくり (仲間づくり) 

・吟剣詩舞は、老若男女で仲間づくりができる 

 

 

（例） 

◎会員獲得 

・年齢層ターゲット別会員獲得策（65歳以上/働き盛り(30～50 歳)/青少年） 

・各流派の新規会員獲得のためのチラシコンテスト 

◎情報発信 

・各地域のマスコミ媒体へ自ら働きかけ、ニュースとして取り上げてもらう。 

 

(令和元年度実績) 

◎青少年育成 

・岐阜高校生の活動（11月号） 

・広島県総連幼少青年「吟と舞の祭典」（11月号） 

 

◎広報・情報発信 

・ＢＳ朝日 「japan ぐる～ヴ」（2019 年 10 月 19 日（土）放送） 

出演：多田正満、藤上南山、徳田寿風（吟剣詩舞レジェンド） 

・フジテレビ 「めざましテレビ」（2019年 11月 21日(木)放送） 

出演：宿利壮平（全国吟詠コンクール幼年の部優勝） 

・ＮＨＫ 「ひょうご人物語～刀で舞い うたを表現する男子高校生～」（2019年 11 月 26 日(木)放送） 

出演：原光希（吟詠スーパーチーム） 

・熊本放送 夕方 Live ゲツキン！（2019年 12月 18 日(水)放送） 

出演：向山諒一（吟詠スーパーチーム） 

 


